
 （１）実務経験のある教員等による授業科目の配置 関係 

担当教員名 授業科目名 単位数 
配置学部 

または学科 

授業内容 

（どのような経験を持ち、どのような授業を行うか） 

宮本 直樹 人間の尊厳と自立 2 介護福祉学科 

介護福祉士国家資格を取得し、介護現場で高齢者介護にかか

わってきた経験を活かし、人間としての尊厳の保持と自立支

援の必要性や、介護場面における倫理的課題に対応できる基

礎的能力を教授している。 

谷本 絵里奈 
人間関係と 

コミュニケーション 
2 介護福祉学科 

介護福祉士国家資格を取得し介護現場での対人援助の経験に

より、人間関係形成のうえで必要な基本的コミュニケーション

能力と、介護実践において重要な人間関係形成能力を高めるた

めの講義を実施している。 

谷本 絵里奈 社会の理解Ⅰ 2 介護福祉学科 

社会福祉学科で習得した知識と介護福祉士としての現場経験

を活かし、社会保障の目的、しくみ、人間の生活と社会のかか

わりや、自助から公助に至る過程をわかりやすく講義する。 

谷本 絵里奈 社会の理解Ⅱ 2 介護福祉学科 

社会福祉学科で習得した知識と介護福祉士としての現場経験

を活かし、高齢者・障害者保健福祉制度のしくみやサービスの

内容などをわかりやすく講義する。 

汲田 幸世 音楽 1 介護福祉学科 

音楽大学卒業後、講師として中高等学校の音楽を担当し、ボラ

ンティアで声楽指導する傍ら福祉施設を慰問し歌を披露して

いる。その経験を活かして施設利用者の馴染みある童謡や流行

歌を教え、余暇活動の充実をはかる技術を教示している。 

岡村 真雄 日本語表現Ⅰ 2 介護福祉学科 

国語の教諭免許を持ち、高等学校で 35 年間教鞭とってきた経

験を活かし、福祉専門教科の学習や実習を円滑かつ効果的にす

るために「書く」「読む」「伝える」知識を身につけ、思考力

や想像力を伸ばすよう教育する。 

岡村 真雄 日本語表現Ⅱ 2 介護福祉学科 

小社会ノート等を活用し、現在の社会の状況を理解するととも

に、様々な人の文章表現の方法を知り、思考力や想像力を伸ば

すよう教育する。 

宮本 直樹 介護概論Ａ 4 介護福祉学科 

介護福祉士として高齢者入所施設や在宅福祉分野で業務にかかわ

った。その経験を活かし、介護福祉士の職業倫理を軸に、介護対象

者等の生活理解をふまえ尊厳の保持、自立に向けた介護実践のあり

方を教授している。 

宮本 直樹 介護概論Ｂ 2 介護福祉学科 

介護福祉士として高齢者入所施設や在宅福祉分野で業務にかかわ

った。その経験を活かし、介護の専門職としての職業倫理に基づい

た介護、根拠に基づいた介護、個別ケアの重要性を教授している。 

宮本 直樹 介護概論Ｃ 2 介護福祉学科 

介護福祉士として高齢者入所施設や在宅福祉分野で業務にかかわ

った。その経験を活かし、介護福祉士の職業倫理を軸に、多職種や

地域との連携、介護における安全とリスクなどについて理解するよ

う教授している。 

岡部 孝生 リハビリテーション論 2 介護福祉学科 

理学療法士の資格を持ち、医療現場で実務を積み、現在、リハ

ビリテーション養成の大学講師として教授している。リハビリ

テーションの理念と概要を理解したうえで、リハビリテーショ

ンにおける介護福祉士の役割を学ぶ講義を行っている。 

土居 清彦 災害救護 1 介護福祉学科 

日本赤十字社に所属し県内外、海外での救急法講習活動に従

事。災害発生時（地震、集中豪雨等）には、救護・復旧活動に

参加。以上の経験を活かし、介護福祉士として各種災害に対応

できる能力、技術を修得するよう指導している。 

 

  



 

担当教員名 授業科目名 単位数 
配置学部 

または学科 

授業内容 

（どのような経験を持ち、どのような授業を行うか） 

野村 晃江 
コミュニケーション技

術Ａ 
1 介護福祉学科 

介護福祉士の資格を持ち、障害者、高齢者介護に従事してきた

経験を活かし、介護におけるコミュニケーションの役割や、利

用者・家族との信頼関係の構築、多職種との良好なコミュニケ

ーションのあり方を習得できるよう教授している。 

野村 晃江 
コミュニケーション技

術Ｂ 
1 介護福祉学科 

介護福祉士の資格を持ち、障害者、高齢者介護に従事してきた

経験を活かし、利用者の特性、介護場面に応じた援助的コミュ

ニケーションの方法習得にむけて教授している。また、非言語

的コミュニケーションの実際を音楽講師と連携して福祉施設

で体験により学ぶようにしている。 

谷本 絵里奈 
生活支援技術Ａ 

（家政学） 
2 介護福祉学科 

介護福祉士の資格を持ち、障害者、高齢者の生活を支援してき

た経験を活かし、生活の自立を軸に、家事援助に必要な基本的

な知識、技術を習得するよう講義している。 

和田 理砂 
生活支援技術Ｂ 

（住環境） 
1 介護福祉学科 

保健師として住民の暮らしを調査した経験と住環境コーディ

ネーターの資格を活かし、生活における住の役割、重要性、社

会性の基礎的知識を習得できるこう講義している。そのうえ

で、福祉住環境にかかる諸問題を知り、快適な生活環境整備に

ついて学ぶようグループワークを展開している。 

石川 麻紀 
生活支援技術Ｃ 

（調理） 
1 介護福祉学科 

管理栄養士として、高齢者施設の食管理の経験を活かし、生活

における食の文化、意義等の基礎的知識を習得する。そのうえ

で障害などの特性別の調理、食事支援の技術が身に着くよう授

業を行っている。 

宮本 直樹 

和田 理砂 

野村 晃江 

西尾 優介 

谷本 絵里奈 

生活支援技術Ｄ 

（被服） 
1 介護福祉学科 

医療・福祉分野で高齢者・障害者の生活に直接かかわってきた

経験を活かし、生活における衣の文化、意義、社会性等の基礎

的知識と衣生活の支援技術の習得をめざした授業を行ってい

る。 

野村 晃江 
生活支援技術Ｅ 

（介護技術） 
3 介護福祉学科 

介護福祉士の資格を持ち、障害者、高齢者の生活を支援した経

験を活かし、尊厳の保持の観点から、どのような状態であって

も、その人の自立・自律を尊重し、潜在能力を引き出す介護技

術を用いて、安全・安楽に援助するための知識、技術が身に着

くよう授業を行っている。 

前田 真紀 
生活支援技術Ｆ Ⅰ 

（聴覚・言語） 
1 介護福祉学科 

聴覚・言語障害の基礎的理解を深め、生活をするうえの障壁

や必要な支援方法を享受している。手話通訳士の資格を取得

して30年以上の経験と、ニュース番組やイベントでの手話通

訳をつとめる等、様々な場面で手話を通じて聴覚障害者をサ

ポートしてきた。聴覚障害の理解、聴覚障害者とのコミュニ

ケーションツールとしての手話表現の基礎が習得できるよう

指導している。 

前田 真紀 
生活支援技術Ｆ Ⅱ 

（聴覚・言語） 
1 介護福祉学科 

手話通訳士の資格を取得して30年、ニュース番組やイベント

での手話通訳をつとめる等、様々な場面で手話を通じて聴覚

障害者をサポートしてきた。聴覚障害者と手話表現によりコ

ミュニケーションをはかる技術の習得をめざし、手話検定試

験4級合格をめざし授業を行っている。 

野村 晃江 
生活支援技術Ｇ 

（知的・肢体・重複） 
1 介護福祉学科 

介護福祉士の資格を持ち、障害者、高齢者の生活を支援してき

た経験を活かし、障害の種類と特性や原因、障害を持つ人の心

理と家族関係、介護者の役割、移動支援サービスに関する知識・

技術が習得できるよう教授している。また、民間企業の福祉用

具コーディネーターと連携し直接、機器の使用方法等について

指導をしている。 



 

担当教員名 授業科目名 単位数 
配置学部 

または学科 

授業内容 

（どのような経験を持ち、どのような授業を行うか） 

金平 景介 

野村 晃江 

和田 理砂 

宮本 直樹 

西尾 優介 

谷本 絵里奈 

生活支援技術Ｈ 

（視覚） 
1 介護福祉学科 

高知県身体障害者連合会に所属し、長年視覚障害者の生活指

導・訓練にかかわった経験を活かし、視覚障害者の理解と視覚

障害者への正しい手引き方法と接し方が習得できるよう指導

している。 

西尾 優介 介護過程Ａ 1 介護福祉学科 

生活相談員として高齢者の在宅介護サービスに携わり、個別援

助計画を立案・評価してきた経験を活かし、介護過程の意義・

目的を理解し、それぞれの過程において必要な知識の習得をめ

ざし講義を行っている。 

西尾 優介 介護過程Ｂ 1 介護福祉学科 

生活相談員として高齢者の在宅介護サービスに携わり、個別援

助計画を立案・評価してきた経験を活かし、介護過程展開にお

けるアセスメント技術（情報収集、解釈・分析・統合、課題の

抽出）が習得するよう授業を行っている。 

西尾 優介 介護過程Ｃ 1 介護福祉学科 

生活相談員として高齢者の在宅介護サービスに携わり、個別援

助計画を立案・評価してきた経験を活かし、介護過程Ｂを踏ま

え、利用者個別のよりよい生活・人生を支援するための介護計

画の立案、実践できる能力を養うよう教授している。 

西尾 優介 介護過程Ｄ 1 介護福祉学科 

生活相談員として高齢者の在宅介護サービスに携わり、個別援

助計画を立案・評価してきた経験を活かし、介護過程とチーム

アプローチを理解するためのプロセスを通して、介護研究の意

義と方法を習得できるよう事例研究を行っている。 

西尾 優介 介護過程Ｅ 1 介護福祉学科 

生活相談員として高齢者の在宅介護サービスに携わり、個別援

助計画を立案・評価してきた経験を活かし、介護 

福祉実習の中で受け持った利用者の介護過程の展開を客観的

視点で振り返る。事例研究発表を通してプレゼンテーション力

が養成されるよう授業を行っている。 

西尾 優介 

谷本 絵里奈 

野村 晃江 

宮本 直樹 

和田 理砂 

介護総合演習Ａ 1 介護福祉学科 

介護福祉実習の教育効果を高めるために、施設の種別や目

的、入所条件等について理解を深める。介護記録の意義や実

習におけるレポートの書き方を、医療福祉資格習得の課程で

学んだノウハウを活かし指導している。 

西尾 優介 

谷本 絵里奈 

野村 晃江 

宮本 直樹 

和田 理砂 

介護総合演習Ｂ 1 介護福祉学科 

利用者個別のこだわりや生活の違いについて学び、在宅生活を

支援する事業や介護福祉士の役割について、在宅、入所施設で

の実務経験から教授している。 

西尾 優介 

谷本 絵里奈 

野村 晃江 

宮本 直樹 

和田 理砂 

介護総合演習Ｃ 1 介護福祉学科 

介護福祉士・看護師としての在宅、入所施設での実務経験から、

介護福祉士に求められる倫理を再確認し、受容される姿勢、表

現力、報告・連絡・相談ならびにチームワークの重要性を教授

している。 

西尾 優介 

谷本 絵里奈 

野村 晃江 

宮本 直樹 

和田 理砂 

介護総合演習Ｄ 1 介護福祉学科 

総合的に利用者の日常生活援助が実践できるよう、これまでの

介護福祉実習を踏まえて明確化した課題から「気づき」「追求」

「考察」「表現」できる力を、介護福祉教育の課程での学びと

福祉施設での経験により指導している。 

 介護福祉実習 10 介護福祉学科 

様々な生活場面において、他科目で学習した知識、技術を活か

し個別ケアの体験及び多職種協働や関係機関との連携を通じ

てチームケアと介護福祉士の役割を福祉施設職員より指導を

受けている。 

 



 

担当教員名 授業科目名 単位数 
配置学部 

または学科 

授業内容 

（どのような経験を持ち、どのような授業を行うか） 

林 佳代 発達と老化の理解Ⅰ 2 介護福祉学科 

看護師教育の課程及び医療現場での経験から、発達過程ならび

に老化によるこころとからだの変化の特徴と日常生活への影

響について教授している。 

林 佳代 発達と老化の理解Ⅱ 2 介護福祉学科 

看護師の教育課程及び医療現場経験から、発達の定義・段階・

課題等を踏まえ、老年期に特有の心理的課題や症状・疾病等の

支援の留意点について習得できるよう授業を行っている。 

西尾 優介 認知症の理解Ⅰ 2 介護福祉学科 
認知症高齢者の生活上の障害や心理・行動の特徴を踏まえ、認

知症の人や家族に対するかかわり方の基本を教授している。 

荒牧 花菜 認知症の理解Ⅱ 2 介護福祉学科 

看護師・介護福祉士として認知症介護に携わった経験を基に、

家族や社会関係まで含めてアセスメントし、状況に応じた支援

方法を導き出す技術が習得できるよう、事例を踏まえて個人・

グループワークを行っている。 

大坪 奈緒 障害の理解Ⅰ 2 介護福祉学科 

理学療法士の資格を活かし、今日的な障害者福祉の理念のも

と、様々な障害ゆえの生活上の不具合や心理・行動の特徴を踏

まえ、当事者や家族に対する関わり方の基本を講義している。 

和田 理砂 障害の理解Ⅱ 2 介護福祉学科 

看護師・保健師としての現場経験をもとに、さまざまな障害に

ついての医学的知識の把握を前提に、当事者の障害や環境につ

いてアセスメントし、状況に応じた支援方法を講じている。 

和田 理砂 
こころとからだの 

しくみⅠ 
2 介護福祉学科 

医療現場での看護経験を活かし、生活支援技術の根拠となる人

体構造の理解（構造・機能）、生命誕生から老化による心身と

の関わりを理解できるよう教授している。 

和田 理砂 
こころとからだの 

しくみⅡ 
2 介護福祉学科 

医療現場での看護業務の経験や介護福祉教育の実践経験を活

かし、移動・身支度等に関連する身体の機能と構造を理解した

うえで、支援方法を理解できるよう教授している。 

和田 理砂 
こころとからだの 

しくみⅢ 
2 介護福祉学科 

医療現場での看護業務の経験や介護福祉教育の実践経験を活

かし、入浴・清潔保持・排泄に関連する身体の機能と構造を理

解したうえで、支援方法を理解できるよう教授している。 

和田 理砂 
こころとからだの 

しくみⅣ 
2 介護福祉学科 

医療現場での看護業務の経験や介護福祉教育の実践経験を活

かし、排泄・睡眠・終末期に関連する身体の機能と構造を理解

したうえで、支援方法を理解できるよう教授している。 

和田 理砂 医療的ケアⅠ 2 介護福祉学科 

看護師としての経験を活かし法制度や倫理等をふまえた医療

的ケアの基礎的知識について把握したうえで、感染予防の理論

と実践、急変時や事故発生時の対応などもふまえた喀痰吸引等

について指導している。 

和田 理砂 医療的ケアⅡ 2 介護福祉学科 

介護福祉士として必要な医療的ケアの倫理性をもって、喀痰

吸引や経管栄養の方法を安全かつ安楽に実施するための基礎

的知識・実施手順、手技が習得できるよう指導している。 

野村 晃江 地域福祉論Ⅰ 1 介護福祉学科 

地域貢献や介護福祉教育に携わった経験から、地域社会におけ

る福祉の課題の把握、課題解決の取り組みとして、まずは学生

達が自分の住んでいる地域を知り、まとめ、発表を通して住民

の一人であるという自覚を持つことができるよう教授してい

る。また、レクリエーション支援の目的、具体的方法について

も体験を通して理解できるよう指導している。 

野村 晃江 地域福祉論Ⅱ 1 介護福祉学科 

地域における絆づくりの実際を理解するために、対象者によっ

て異なる心の元気づくりの方法としてレクリエーション活動・

福祉サービスについて理解できるよう指導している。また、点

字図書を作成し点字図書館に寄贈している。 

 


